
地方空港の挑戦
DXを活用したミライの空港運営



1プロフィール

アクセンチュア、首都高速道路を経て、
経営共創基盤（IGPI）にて複数の
インフラ関係のプロジェクトに従事

南紀白浜空港の運営が同社へコンセッ
ション方式で委託されたのを機に現職。
同空港の経営、運営全般に携わる

■名前

■プロフィール

株式会社 南紀白浜エアポート
オペレーションユニット長
池田 直隆



2南紀白浜エアポート

 「空港型地方創生」をコンセプトに地域活性化に取り組む
 2019年4月より白浜空港の運営を開始
 空港が紀伊（Kii）の活性化のカギ（KEY）となるベースキャンプに

旅行会社「紀伊トラベル」として地域への受け入れも担う
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拠点空港と地方空港の棲み分け

 全国97空港のうち上位8空港にて約8割の乗降客を受入れている

※令和元年空港別順位表（国土交通省）に
基づき南紀白浜エアポートにて作成

■空港別乗降客数（R1年 国際+国内）：
332百万人/年

南紀白浜（57位）



4DX導入の背景

生産年齢人口が減少する中、労働力及び技術力の継
続的な確保はインフラ維持管理の共通課題
特に、資金的に余裕のない「地方空港」ではその課題が
顕著

空港業務の生産性向上が急務



5南紀白浜エアポートの取組み（1/2）

 安全・安心かつ生産性の高い空港運営を行うため、ハード面
（施設の維持管理）及びソフト面（運用・保安業務）の両面
において空港業務のDXを積極的に進めている

事例 協力事業者 ステータス

1-1 巡回点検支援システムの導入 オリエンタルコンサルタンツ 運用中

1-2 ドローンによる橋梁点検 オリエンタルコンサルタンツ 運用中

1-3
ドライブレコーダーを活用した
滑走路の調査及び点検

日本電気（NEC）
※自動運転実証はマクニカが参画

運用中

1-4
衛星合成開口レーダ（SAR）の
動態観測への適用

日本電気（NEC） 運用中

1-5
空港内緑地帯における
草刈り自動化

和同産業、ハスクバーナ 実証中

1-6 画像プラットフォームの構築
富士フィルム、日本電気
（NEC）、日立製作所

実証中

■ハード面（施設の維持管理）の事例

本日
ご説明

他複数



6南紀白浜エアポートの取組み（2/2）

事例 協力事業者 ステータス

2-1
空港運用業務の共通化を実現
するプラットフォームの構築

NTTデータ 実証中

2-2 3密検知センサー設置 ウフル 実証中

2-3
カーボンニュートラルに向けた
取組み

エネウィル、大林道路 運用中

2-4
空港保安検査を支援する人工
知能(AI)技術

日立製作所、JAL、セノン 実証中

2-5
チョイソコ白浜（オンデマンドバ
ス）の運行

JR西日本、JTB、アイシン、
明光バス、他

実証中

■ソフト面（運用業務）の事例

 他空港（特に同じ境遇にある地方空港）にも導入し、情報・課題を
各空港間で共有・助言しあえる仕組みを構築することを目指している

本日
ご説明
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個別トピック①
「画像プラットフォームの構築」



8空港施設および周辺空域の管理における課題

AI等を活用した画像診断
＝①診断に適切な画像を撮影する技術

×②画像から異常等を検知するAI等技術

 空港施設および周辺空域の管理は空港運営において必須
 従来の目視（および属人的な評価・診断）から、AI等を活用した画像診断へと移
行されつつある（例：ドライブレコーダー×AIを活用した滑走路診断）

×



9画像プラットフォームの構築に向けて

 近隣の高台に高機能カメラ（360°撮影）を設置、AI診断に適した画像を撮影
 画像プラットフォームを構築、AI等の技術を有する複数社が個々の技術を開発

ターミナルビル

空港公園

滑走路
（2000m×45m）

約300m

カメラ拡大図

超望遠カメラ

俯瞰カメラ

空港周辺の鳥観図



13将来的に目指す絵姿

① 飛行場面管理の効率化
滑走路の日常点検（異物検知等）や空港施設の土木・航空灯火の点検に活
用することで、場面管理の効率化・リモート化を実現

② 空域管理の高度化
ドローン、鳥などの浮遊物を検知・追尾することで空港の安全安心を向上。視界不
良等の状況をリモートで確認できることで、 ILSが未設置の空港等での着陸を支援

③ エンタメ領域への展開
非日常感の溢れる航空、空港を舞台に、VR・MR等の技術とも融合した「新たな
空港の使い方」を創出

画像プラットフォーム（静止画・動画）を元に、空港運営に必要な以下の
DX推進を目指す

複数の会社が各社の強みを活かした技術開発を推進



14

個別トピック②
「保安検査を支援するAI技術」



15保安検査の精度とは

保安検査の精度＝「見える化」技術
×「見つける」スキル

出典：トラベルWatchホームページ
（https://travel.watch.impress.co.jp）



16現状の保安検査に関する課題

課題：
 職員にかかる「見落としは許さ
れない」という心理的ストレスが
極めて高い

 持込禁止物の規程が頻繁にか
わる

 人材確保や育成が困難。特に
人材育成は現場経験でしか培
われない実態

人工知能（AI）による支援・育成が必須



19実は根本にある課題

臭い物には蓋をしたい
ゼロリスクマインド
海外メーカーの躍進

技術開発に必要な情報・環境が
国内技術者に提供出来ていない



20Ｘ線検査判定支援システムの仕組み

ＮＧ 荷物単体表
示 NG Goods detected□AIMenu

検査員が
判断した後
結果表示

②次にAIの結果を参考に最終判断①まず検査員が判断

荷物単体表
示 □AIMenu

検査判定支援PCを通してX線画像に安全物・危険物判定を付与

検査員の実務経験を向上させつつＡＩ支援により見逃し防止を実現

Ｘ線装置 （任意） X線装置付属
ディスプレイ

ディスプレイ
ケーブル

画面
出力

Ｘ線検査
判定支援ＰＣ

ディスプレイ
ケーブル

画面
出力



22正確性の改善例①：

 当初未検知であったカッター類を検知出来るように

■改善前 ■改善後

（カッターを）未検知 検知



23正確性の改善例②：

 財布の縁をカッターと誤検知していたが、現在はそれを（正しく）未検
知している

■改善前 ■改善後

（カッターを）未検知 検知

（財布の縁をカッターと）
誤検知 （正しく）未検知



24持込禁止物の複雑さ

 持込禁止物のルー
ルが非常に複雑
（例：ライター）

 新たな禁止物が高
頻度で追加
（例：電子タバコ、
モバイルバッテリー）

お客様にも検査員にも
負荷は増すばかり
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個別トピック③
「空港内緑地帯における草刈り自動化」



26空港における草刈り業務とは

 南紀白浜空港の着陸帯（＝航空機の安全な離着陸を確保するために滑
走路を四角く囲った区域）には、約20万※㎡（＝甲子園球場5つ分）の
緑地帯が整備されている

 緑地帯であることは規程によって定められている

 緑地帯の草刈りは飛行機の安全な離着陸のためには必須な業務

陸上空港の施設の設置基準と解説（平成31年3月 国土交通省航空局）
3.4.6 着陸帯の表面
・・・
（3）着陸帯のうち滑走路等舗装された区域以外の区域について
は、・・・・整地及び植生等を行うことが望ましい。 

※空港敷地全体では約40万㎡の緑地帯を管理



27空港草刈り：人とロボットの協働へ

 空港運用時間外（20時以降）
に限定。従事者にとって負荷大

 航空灯火等の機器類が多く業務
従事者のストレスも大きい

ワイヤー（埋め込み）

 草刈りロボット導入により、従事者
の負担を軽減（ワイヤーで囲った
敷地内を稼働）



28複数メーカーのロボットを同時稼働

ロボモア KRONOS AUTOMOWER 550
本拠地 岩手県 花巻市 スウェーデン ストックホルム
駆動 3輪 3輪駆動 4輪 後輪駆動
サイズ 845㎜×515㎜×360㎜ 720㎜×560㎜×310㎜
重量 17.0㎏ 13.5㎏

最大作業領域 3,000㎡ 5,000㎡
刈幅 300㎜ 240㎜

 それぞれ特徴（強み弱み）のあるロボットを同時に実証することで、互いに切磋琢磨
した技術開発を推進



30ロボットの充電にも再エネ新技術を活用

全景（49kNの輪荷重に耐えるソー
ラープレートを12枚敷設）

 制限区域内（保安道路）にソーラープレート12枚（想定最大発電量216W）の
規模で路面太陽光発電システムを構築

 発電する電気は、自動（電動）草刈りロボットの充電ステーションに提供

草刈りロボットの充電ステーション

充電ステーション



31メディアでも取り上げられる取組みに

2024年9月25日放送、NHKニュース「おはよう日本」、「おはよう関西」



32最後に

ご清聴ありがとうございました

「和歌山発の先端技術」を白浜空港から全国へ、そして世界へ
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